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（遺伝子の型によ
る内訳）

QQ 8/20 40%
RQ 0/14　 0%
RR 1/52 1.9%

DNAアレイによって前立腺がん組織から新たなウイルス
（XMRV）を発見した。RNaseLにホモ型変異（QQ)にもつ前立
腺癌の40％からXMRVが検出されたが、変異がない前立腺
癌(RR)では1.9％であった。

非家族性の前立腺がん組織からXMRVの検出が試みられ
た。その結果、欧州北部においてはほとんど検出されなかっ
た。但し、本研究において、RNaseLにホモ型変異（QQ)をもつ
サンプルは6％未満であったことに注意を要する。

589例(76例の RNaseLホモ型変異（QQ)を含む）の前立腺が
ん組織からDNAとRNAを抽出し、核酸増幅法を用いてXMRV
の遺伝子の有無を調べたが検出できなかった。また、血清中
からもXMRVに反応する抗体は検出できなかった。

PCR、RT-PCR
（前立腺）

Identification of a novel Gammaretrovirus in prostate tumors
of patients homozygous for R462Q RNASEL variant.

- -

1991〜1992年に凍結保存されていた末梢単核球からRNA
を抽出し、核酸増幅法によってXMRV遺伝子を検出したが、
慢性疲労性症候群及び健常人から1例も検出されなかった。

233例の前立腺癌中14例からPCR法によってXMRV遺伝子が
検出できた。RNaseLの変異とは関連がなかった。XMRVのタ
ンパクは上皮細胞に存在していた。

　要約

-

-

-

慢性疲労性症候群（CFS）患者の67％からXMRV遺伝子が検
出され、XMRVに感染したCFS患者の細胞や血漿中に感染
性ウイルスが存在した。また、一部の症例ではウイルスと抗
体が共存していた。　健常人の3.7％からもXMRVが検出され
た。CFS由来のXMRVは塩基配列が前立腺癌由来のものとク
ラスターを形成していた。

慢性疲労性症候群186例を対象に全血から核酸増幅法によ
るXMRV遺伝子の検出を行ったが、検出できなかった。

全血及び血清から核酸を抽出し、核酸増幅法を用いて
XMRVの遺伝子を検出したが、慢性疲労性症候群及び健常
人から検出されなかった。
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